金属多結晶の塑性変形は，個々の結晶粒に生じる弾 性変形とすべり変形の組み合わせであり，通常，隣接 結晶粒間で，粒界を通した変形拘束の相互作用を伴う． この粒界の効果を検討するためには，現象を単純化す るためにも，多結晶の最も基礎的なモデルである双結 晶を用いることが有効である．実際に双結晶に外部負 荷を与え，塑性変形させると，結晶粒間の弾性不適合 応力 (1)(2) ，塑性ひずみの非適合性 (1) ，粒界に堆積した 転位列による応力集中 (3) などにより，粒界近傍に不均 一変形が生じることが知られている．厳密には，これ らの効果が重畳し，結晶粒間で変形の相互拘束が働く ため，粒界近傍の不均一変形は極めて複雑な現象とな る．このように現象に関与する要因が雑多な場合，解 析手法による検討が有効である．例えば，大橋等 (4) は， 弾性異方性をもつ双結晶の引張りの弾性変形解析を行 うことにより，変形初期段階における粒界近傍のすべ り現象に，弾性応力場が支配的に寄与することを定量 的に明らかにしている． しかしながら，実験観察結果には，更に複雑な現象 も報告されており，検討課題も多く残されている．例 えば，三浦等 (5)(6) が行った Cu-9at.%Al 合金対称双結晶 の引張りの実験観察結果では，対称双結晶であるにも 関わらず，粒界で非対称な不均一変形が生じている． 粒界近傍の局所的な領域では，二次すべり系が活性化 しているにも関わらず，活性化される転位源は粒界近 傍に限られており，粒界そのものは，実効的な転位源
Euler angle (κ, θ , φ), components of normal direction and slip direction vector of the primary slip system and some values of Schmid tensor.
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